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未来の地球を守るために
　　　6年（　　）組　　名前

ワークシート

理ｰ●⑧

◎これまで調べたことを交流して、気付いたことや考えたことを書こう。

環境におよぼす影響 環境を守る工夫

空気・水
（例）・二酸化炭素などの温室効果ガスを
　　　出している。
 ・排水が河川や海の汚染につながる。

 ・二酸化炭素を出さない自動車が開発
　されている。
 ・微生物を使った浄水のしくみを
　取り入れている。
 ・川をきれいにする活動が行われている。

エネルギー
資源

 ・化石燃料などを使い、残りが少なく
　なっている。

 ・クリーンエネルギーの開発が
　行われている。
 ・火力発電以外の発電を増やそうと
　している。

食べ物  ・食料自給率が低い。
 ・輸送にもお金やエネルギーがかかる。

 ・地産地消の取り組みが行われている。

動物や植物  ・地球温暖化で生態系が変わってきた。
 ・森林伐採により、動植物が減ってきた。

 ・環境保護団体の取り組み。
 ・自然を再現する活動が行われている。

自分が
できること

 ・SDGsの中で、目標7の「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」を達成する
ために、私は、節電をして、電気を大切に使うようにしたい。こまめに電気を消して、
化石燃料の消費量を少なくする。これは、目標13の「気象変動に具体的な対策を」
にもつながる。

 ・地域の川の清掃活動に参加する。川をきれいにして、そこに住む動物や植物を守り
たい。

 ・ふだんから、LEDなど消費電力の少ない商品を使ったり、エコバッグなどでむだを
なくしたりすることで、未来の環境を守りたい。

 ・話し合ったことを家族にも伝える。　など

ほうれんそうのおひたし
　　　（　　）年（　　）組　　名前

ワークシート

家ｰ●①

1.　ほうれんそうのおひたしを調理しましょう。

すること ポイント

●ほうれんそうを洗う。
　➡はじめは流水で根もとまで広げて洗う。
　➡次にためた水の中で、ふり洗い。

●なべに湯をわかす（水の量は2ℓ）。
　➡どうすれば、早くふっとうするか。
　・火力
　　① 火力を最大にする。
　　② 火力は強火（なべの底くらい）にする。
　・ふた
　　① ふたをしてふっとうさせる。
　　② ふたを開けてふっとうさせる。

○土をよく落とす。
○ため水だと使う水の量が減る。

○みんなでいっせいに点火してかかる時間の
　ちがいを調べる。
① 火力最大・ふたあり（　　　）分
② 火力最大・ふたなし（　　　）分
③ 火力強火・ふたあり（　　　）分
④ 火力強火・ふたなし（　　　）分

●ふっとうした湯に根もとから入れる。
　➡固い部分からゆでる。
　➡2～ 3分間ゆでる。（色があざやかになる）

●水を張ったボウルにとる。
　➡ゆでじるは、まな板を洗うのに使う。

○先に入れた部分からゆでられるので、
　仕上がり時にはゆで具合が同じになる。
○ゆですぎると色が悪くなる。

●4～5cmに切る。
　➡食べやすい大きさにそろえる。

●器にもって、かつおぶしとしょうゆをかける。
　➡同じ器に同じようにもりつける。

○根は、くきとの境目で切るようにすると、
　捨てる部分が少なくなる

●後片付け
　➡ゆで汁を利用する。
　➡油よごれではないので洗ざいは少しで
　　よい。

○湯を使うと汚れを落としやすくなる。

2.　調理をしてわかったこと

※エネルギー教育にかかわる視点
　野菜の洗い方や加熱の仕方は、工夫によって水やガス・電気の使用量を
　減らすことができるということにふれるようにする。
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